
（別紙４（２））                                            

事業所名  グループホームコスモス 

作成日 ： 平成 ２４年 ４月 1日 

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。 

目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん揚げ過ぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先し

て取り組む具体的な計画を記入します。 

【目標達成計画】 

優先

順位 

項目

番号 
現状における問題点・課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容 

目標達成に

要する期間 

１ １ 職員の入れ替わりがあったため、理念

を共有して実践につなげていくことが

必要。 

 

・職員間で理念を共有することで、同じ方

向へ向かって進んで行けるようにする。 

 

年に 1 回理念について研修するととも

に、日々の介護の中で、理念に沿ってで

きているかを評価する。 

12か月 

２ ４３ 

４ ５

４７ 

４８ 

４９ 

マニュアルの徹底ができていないた

め、基本的な考え方や日々のケアにば

らつきがみられる。 

マニュアルの徹底により、利用者中心のケ

アと基本的な考え方を職員全員が知って

実践できる。 

毎月 1回研修を行い、敬友会マニュアル

である「やってますか１００」を研修し、

食事、入浴、排泄など具体的にどのよう

にケアすればよいかを話し合う。 

12か月 

３ 

 

 

     

４ 

 

 

     

５ 

 

 

     

  


